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祭
務
課
長
　
椎 

野
　
恭 

三

大
き
な
機
の
仕
組
み
の
な
か
で

　

教
主
さ
ま
に
は
、
先
の
大
本
開
祖
大
祭
で
「
２
０
２
５
年
（
令
和
７
年
）、
綾

部
の
本
宮
山
か
ら
続
く
新
し
い
神
域
に
お
い
て
善
言
美
詞
の
歌
の
言
霊
に
よ
り

大
神
さ
ま
の
み
心
を
和
め
、
全
て
の
人
々
の
心
を
和
め
、
過
去
の
ど
の
よ
う
な
も

つ
れ
ご
と
も
断
ち
切
っ
て
世
界
を
和
合
へ
と
導
く
神
事
『
綾
の
聖
地
エ
ル
サ
レ

ム
大
本
歌
祭
』
を
行
い
た
い
」
と
。
そ
し
て
「
最
終
的
に
は
、
そ
う
遠
く
な
い

未
来
に
、
現
代
の
中
東
の
『
エ
ル
サ
レ
ム
』
で
ユ
ダ
ヤ
教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
イ

ス
ラ
ム
教
の
３
つ
の
宗
教
が
和
合
し
、
真
の
意
味
で
エ
ル
サ
レ
ム
が
誠
の
信
仰

の
都
、
神
都
と
な
り
、
平
和
の
祭
典
で
あ
る
歌
祭
が
で
き
ま
す
こ
と
を
今
、
強

く
念
願
し
て
お
り
ま
す
」
と
ご
あ
い
さ
つ
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
示
さ
れ
た
「
わ
が
願
ひ
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
の
歌
ま
つ
り
人は

類ら

同か

胞ら

こ
ぞ
り
て
エ
ル
サ
レ
ム
の
野
に
」
の
お
歌
に
示
さ
れ
る
、
世
界
の
平
和
、
み
ろ

く
の
世
の
実
現
に
向
け
て
の
願
い
が
形
と
な
り
、
激
動
の
令
和
５
、６
、７
年
の
み

ろ
く
の
３
カ
年
の
締
め
括
り
と
し
て
、
綾
の
聖
地
で
大
本
歌
祭
が
執
行
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
。
こ
れ
は
、
本
年
の
み
手
代
ご
下
付
、
道
院
提
携
、
エ
ス
ペ
ラ
ン

ト
導
入
、
そ
し
て
来
年
は
入
蒙
、
南
米
宣
教
、
再
来
年
は
世
界
宗
教
連
合
発
会
、

人
類
愛
善
会
発
足
の
各
百
年
の
事
業
が
皆
つ
な
が
っ
て
お
り
、
そ
こ
に
綾
機
神

社
の
建
設
と
い
う
大
き
な
柱
が
加
わ
り
、
こ
の
３
カ
年
の
ご
神
業
が
大
き
な
機

の
仕
組
み
の
な
か
で
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
実
感
い
た
し
ま
す
。

　

綾
の
郷
整
備
事
業
が
進
む
な
か
で
思
う
こ
と
は
「
赤
や
白
青
む
ら
さ
き
を
と

り
ま
ぜ
て
錦
お
る
な
り
愛
善
の
道
」（
二
代
さ
ま
）、「
鶴
山
に
妻
は
錦
の
機
を
織

り
吾
亀
岡
に
万よ
ろ
づ
よ代
を
教
ふ
」（
聖
師
さ
ま
）
の
２
首
の
お
歌
で
あ
り
ま
す
。
す
べ

て
を
包
含
す
る
愛
善
の
精
神
、
そ
し
て
綾
部
の
聖
地
で
教
主
さ
ま
が
織
り
な
す

機
の
仕
組
み
。

　

教
主
さ
ま
か
ら
大
き
な
目
標
を
い
た
だ
き
、
今
何
を
為
す
べ
き
か
。
私
た
ち

は
外
に
向
か
っ
て
の
大
き
な
ご
神
業
が
進
展
し
て
行
く
と
き
こ
そ
、
足
下
を
正

し
、
お
土
か
ら
離
れ
ず
、
ご
神
書
の
拝
読
と
実
践
の
生
活
に
努
め
、
邁
進
し
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ
ま
、神
さ
ま
か
ら
大
き
な
お
か
げ
を
い
た
だ
か
れ
、

健
康
で
明
る
く
前
向
き
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。
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秋
季
大
祭
を
執
行

  

１１
月    

東
光
苑
祭
典
・
行
事
予
定

１１
日
（
月
・

日
（
月
・
祝祝
））  

午
前
７
時
〜

午
前
７
時
〜  

		

新
年
祭
・
年
賀
交
換

新
年
祭
・
年
賀
交
換

１１
日
〜
３
日
（
月
〜
水
）
午
前
９
時

日
〜
３
日
（
月
〜
水
）
午
前
９
時
3030
分
〜
分
〜  

		

年
賀
年
賀

７７
日
（
日
（
日日
）
午
前

）
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜  

午
後
２
時

午
後
２
時

		

東
光
苑
七
草
粥

東
光
苑
七
草
粥

1414
日
（
日
（
日日
））  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

		

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
・
合
格
祈
願
祭

東
光
苑
月
次
祭
・
成
人
式
式
典
・
合
格
祈
願
祭

1919
日
（
金
）

日
（
金
）  

午
前
午
前
1010
時時
3030
分
〜
分
〜

		

聖
師
毎
年
祭（

聖
師
毎
年
祭（
7676
年
）
年
）

2525
日
（
木
）

日
（
木
）  

午
後
７
時
〜

午
後
７
時
〜

		

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

東
光
苑
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
（
配
信
）

		

講
題
講
題    

大
本
開
祖
出
口
な
お
の
生
涯

大
本
開
祖
出
口
な
お
の
生
涯

		

講
師
講
師    

橋
本
伸
作

橋
本
伸
作
（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

（
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
）

東光苑七草粥について
　令和６年の東光苑七草粥を、東京本部で

開催いたします。大勢の皆さまのご来苑を

お待ちしております。

　開催日	 令和６年１月７日（日）
　開催時間	 午前 10 時 30 分〜午後 2 時

　

東
光
苑
秋
季
大
祭
・
新
穀
感
謝
祭
・
七
五
三

詣
り
は
、
11
月
12
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎

主
・
椎
野
恭
三
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ

２
４
０
人
が
参
拝
し
た
＝
写
真
左
。　

　

祭
員
は
各
主
会
の
祭
務
部
長
等
が
、
伶
人
は

二
絃
の
会
関
東
支
部
、
大
本
神
諭
拝
読
は
髙
野

富
輝
夫
埼
玉
主
会
長
が
、
東
光
庵
で
は
添
釜
が

開
か
れ
高
野
社
中
が
担
当
し
た
。

　

祭
典
で
は
信
徒
有
志
か
ら
の
五
穀
や
野
菜
の

献
納
品
も
お
供
え
さ
れ
、
お
下
が
り
と
し
て
参

拝
者
に
下
付
さ
れ
た
。

　

祭
典
後
、
七
五
三
詣
り
３
名
の
お
子
さ
ん
に

橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー
長
か
ら
千
歳
飴

と
お
菓
子
が
贈
ら
れ
た
＝
写
真
下
。
引
き
続
き

橋
本
セ
ン
タ
ー
長
が
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
二

絃
の
会
関
東
支
部
に
よ
る
奉
納
「
出
雲
の
新
嘗
」

を
能
舞
台
で
行
っ
た
＝
写
真
下
。

　

家
庭
平
安
祈
願
祭
（
第
32
回
）
は
、
10
月

21
日
午
前
10
時
30
分
か
ら
、
斎
主
・
椎
野
恭

三
祭
務
課
長
の
も
と
執
行
さ
れ
た
。

　

祭
典
で
は
、
斎
主
と
祭
員
が
全
国
か
ら
申

し
込
ま
れ
た
４
０
７
件
の
氏
名
を
全
て
読
み

上
げ
、
家
庭
の
平
安
と
繁
栄
を
祈
願
。

　

祭
典
後
、
橋
本
伸
作
東
京
宣
教
セ
ン
タ
ー

長
が
「
家
族
の

か
た
ち
」
と
題

し
て
記
念
講
話
。

　

な
お
、
全
国

か
ら
申
し
込
ま

れ
た
家
庭
平
安

祈
願
は
祭
典
後

１
週
間
、
東
光

苑
ご
神
前
で
継

続
さ
れ
た
。

家
庭
平
安
祈
願
祭

東光苑オンライン講座東光苑オンライン講座
1⺼ 25日（木）19：00 〜

　講師：橋本伸作（大本東京宣教センター長）
　令和６年の節分を期して『大本開祖
伝〜出口なおの生涯〜』が、㈱天声社
から発刊されることとなりました。
　81 年余りにおよぶ出口なお開祖の波
乱に満ちた生涯は、とても言葉では表
現できるものではありませんが、残さ

れた史実をひも解きながら、その足跡や開祖の人
柄に触れてみたいと思います。

大本東京本部ホームページでご覧ください！大本東京本部ホームページでご覧ください！

大本開祖出口なおの生涯大本開祖出口なおの生涯

　

10
月
29
日
、
一
宮
浅
間
神
社
（
山
梨
県

西
八
代
郡
）
の
ご
神
体
山
と
仰
ぐ
正
体
山

山
頂
に
て
、
正
体
山
秋
季
大
祭
が
執
行
さ

れ
、
麓
の
遥
拝
所
を
含
め
、
17
人
が
参
拝

し
た
＝
写
真
下
。

　

こ
の
正
体
山
は
、
西
暦
８
４
６
年
の

富
士
山
噴
火
の
際
、
富
士
山
の
ご
祭
神
、

木
の
花
咲
耶
姫
命
が
遷
座
さ
れ
た
と
の

伝
承
が
あ
る
大
本
本

部
所
有
の
霊
山
。

　

な
お
、
10
月
10
日

よ
り
３
日
間
、
山
本

哲
大
本
本
部
神
苑
部

長
や
山
梨
主
会
信
徒

に
よ
っ
て
樹
木
の
伐

採
な
ど
を
中
心
に
祭

場
の
整
備
を
行
っ
た
。

正
体
山
秋
季
大
祭

　

な
お
、
東
京
主
会
・
埼
玉
主
会
直
心
会
連
合

会
に
よ
る
日
用
品
な
ど
の
バ
ザ
ー
が
、
関
東
教

区
青
松
会
に
よ
る
手
作
り
味
噌
の
バ
ザ
ー
や
青

年
部
に
よ
る
コ
ー
ヒ
ー
バ
ザ
ー
が
催
さ
れ
た
。


